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―大正時代から昭和時代初期―

平城遷都1300年記念特別企画

ふるさと安 ・人々の暮らし（4）

（軽便鉄道安 駅－蒸気機関車の後にレールカーが走る） （川合の馬車－笠目通過中）

（７月～８月にかけて水稲の草取りが始まる） （岡崎川の大洪水　左前方には三輪山が見える）
―辻本奨之氏所蔵　辻本忠夫氏スケッチ画より―

「安 今昔展」開催中
広報紙に登載しています「ふるさと安 ・人々の暮らし」シリーズを含めた「安堵今昔展」を平成

21年4月～平成22年12月まで（役場閉庁日を除く）、役場ロビーにおいて開催しています。

時代の移り変わりを比較し、ふるさと安堵に想いをよせてください。

安 町観光振興・魅力発信事業実行委員会（役場総務課内）
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皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
素
よ
り
町
行
政
の
発
展
推
進
に
深
い
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
た
め
に
ご
努
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に

対
し
ま
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
心
よ
り
敬
意
を
表
す
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

二
十
一
世
紀
を
迎
え
て
早
九
年
が
経
過
し
、
人
権
尊
重
へ
の
雰
囲
気
は
確

か
な
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
現

在
は
、
平
成
の
大
不
況
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
経
済
不
況
が
広
が
り
、
社
会
的
格

差
や
不
安
と
い
う
状
況
か
ら
看
過
で
き
な
い
差
別
事
件
・
事
象
な
ど
私
た
ち

を
と
り
ま
く
社
会
状
況
が
日
に
日
に
変
化
す
る
中
、「
人
権
の
街
づ
く
り
」

運
動
を
根
づ
か
せ
る
人
権
啓
発
活
動
の
推
進
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く

る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。「
人
権
の
核
心
は
、
人
間
の
尊
厳
」
で
あ
る

こ
と
を
再
認
識
し
、
人
間
の
尊
厳
を
阻
害
す
る
差
別
と
い
う
あ
ら
ゆ
る
行
為

に
憤
り
を
持
ち
、「
人
権
啓
発
」
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
、
決
意
を

新
た
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

今
一
度
私
た
ち
は
、
人
権
問
題
に
ど
の
よ
う
に
向
き
あ
い
、
自
己
の
意
識

を
ど
う
変
革
し
て
き
た
の
か
を
厳
し
く
問
い
返
し
て
み
る
こ
と
が
大
事
で

す
。
地
域
社
会
を
見
つ
め
、
人
権
侵
害
の
現
実
を
ふ
ま
え
て
、
自
分
自
身
の

問
題
と
し
て
差
別
の
撤
廃
と
人
権
尊
重
の
地
域
づ
く
り
を
一
層
進
め
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

安

町
に
お
き
ま
し
て
も
、「
安

町
部
落
差
別
の
撤
廃
及
び
人
権
擁
護

に
関
す
る
条
例
」
や
「
個
人
情
報
保
護
条
例
」
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
、
あ
ら

ゆ
る
人
権
侵
害
の
解
消
及
び
啓
発
活
動
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、「
赤
ち
ゃ

ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
全
て
の
方
々
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街
づ
く
り
」
を

目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
よ
り
一
層
の
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
に
つ
い
て
の
基

本
的
認
識
の
徹
底
と
人
権
の
確
立
に
対

し
て
様
々
な
啓
発
や
運
動
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
差
別
落
書
き

を
は
じ
め
と
す
る
い
ろ
い
ろ
な
差
別
が

根
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。

人
が
そ
れ
ぞ
れ
に
も
っ
て
い
る
「
人

権
」
を
尊
重
し
あ
い
、
あ
ら
ゆ
る
差
別

の
な
い
社
会
づ
く
り
を
推
進
し
ま
し
ょ

う
。

日
時
　
７
月
４
日
（
土
）

午
後
１
時
〜
４
時

会
場

ト
ー
ク
安

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー

内
容

式
典
・
講
演
会

講
師

講
談
師

田
辺
　
鶴
瑛
　
氏

演
題

「
〜
唯
一
無
二
の
介
護
講
談
〜

鶴
瑛
ち
ゃ
ん
の
修
羅
場
介
護
日
記
」

差
別
を
な
く
す
町
民
集
会
に

ご
参
加
く
だ
さ
い

第
35
回

７月は差別をなくす強調月間です

『一言で 
　　　つながる笑顔 
　　　　　　　　　心の輪』 

『一言で 
　　　つながる笑顔 
　　　　　　　　　心の輪』 

『一言で 
　　　つながる笑顔 
　　　　　　　　　心の輪』 

『一言で 
　　　つながる笑顔 
　　　　　　　　　心の輪』 

安 町長　島田　悠紀夫
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●　町　議　会　●

本
年
２
月
に
ご
逝
去
さ
れ
た
後
藤

諦
二
氏
（
西
安

）
の
後
任
委
員
に

吉
田
栄
治
郎
氏
（
笠
目
）
を
推
薦
す

る
こ
と
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
ら
れ
、

適
任
と
さ
れ
ま
し
た
。

○
安

町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
【
可
決
】

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
（
平
成

21
年
３
月
31
日
公
布
）
に
よ
る
町
税

条
例
の
一
部
改
正
で
す
。

住
民
税
に
お
い
て
は
、
住
宅
ロ
ー
ン

特
別
控
除
の
創
設
適
用
及
び
土
地
等
の

長
期
譲
渡
所
得
に
係
る
特
別
控
除
の
創

設
等
。
固
定
資
産
税
に
お
い
て
は
、
長

期
優
良
住
宅
に
係
る
特
別
措
置
の
規
定

整
備
等
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

○
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
【
可
決
】

東
安

１
２
８
号
線
及
び
東
安

１
２
９
号
線
が
町
道
と
し
て
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

○
安

町
都
市
計
画
審
議
会
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
【
可
決
】

審
議
会
委
員
10
人
の
人
数
配
分
に

つ
い
て
、
学
識
経
験
者
を
５
人
か
ら

４
人
に
、
町
議
会
の
議
員
を
５
人
か

ら
６
人
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

○
平
成
21
年
度
安

町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
補
正
第
1
号
）
に
つ
い
て
【
可
決
】

・
補
正
額

４，
６
１
８
万
１
千
円
追
加

・
歳
入
歳
出
総
額

28
億
７，
３
１
８
万
１
千
円

補
正
予
算

条
例
改
正
等

平
成
21
年
５
月
11
日
（
月
）
第
１
回

安

町
議
会
臨
時
会
が
開
会
。

補
正
予
算
、
条
例
等
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
、
い
ず
れ
も
承
認
・
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

続
い
て
町
議
会
議
員
の
役
員
改
選
が

行
わ
れ
、
同
日
閉
会
さ
れ
ま
し
た
。

新
役
職
　
選
出

議
　
長

吉よ
し

田だ

宏ひ
ろ

至し

氏（
再
選
）

副
議
長

岡お
か

田だ

裕
明

ひ
ろ
あ
き

氏（
再
選
）

○
安

町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
【
承
認
】

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
（
平
成

21
年
４
月
１
日
施
行
）
に
よ
る
町
税

条
例
の
改
正
で
す
。

住
民
税
に
お
い
て
は
、
寄
附
金
税

額
控
除
の
申
告
時
の
様
式
の
追
加
及

び
読
み
替
え
規
定
の
整
備
、
給
与
・

年
金
以
外
の
所
得
を
年
金
特
徴
と
し

な
い
こ
と
の
規
定
、
上
場
株
式
等
の

配
当
等
及
び
譲
渡
益
に
係
る
軽
減
税

率
の
延
長
、
優
良
住
宅
地
の
造
成
等

の
長
期
譲
渡
所
得
の
課
税
の
特
例
を

専
決
処
分
・
条
例
改
正

第
１
回
安
堵
町
議
会
臨
時
会 
第
１
回
安
堵
町
議
会
臨
時
会 
第
１
回
安
堵
町
議
会
臨
時
会 

・
主
な
補
正
理
由

妊
婦
検
診
費
用

33
万
１
千
円

道
路
橋
梁
維
持
費

４，
５
８
５
万
円

平
成
21
年
５
月
28
日
（
木
）
第
２
回

安

町
議
会
臨
時
会
が
開
会
。

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
６
月
支
給
の

期
末
手
当
に
つ
い
て
一
部
を
凍
結
す
る
た

め
の
条
例
改
正
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

【
可
決
】

・
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

平
成
21
年
６
月
に
支
給
さ
れ
る
一
般

職
の
夏
の
ボ
ー
ナ
ス
に
つ
い
て
、
期
末

手
当
０
・
15
月
分
、
勤
勉
手
当
０
・
05

月
分
、
合
計
０
・
２
月
分
を
凍
結
す
る

改
正
で
す
。

・
特
別
職
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及
び
旅

費
に
関
す
る
条
例

町
長
、
副
町
長
に
支
給
さ
れ
る
夏
の

ボ
ー
ナ
ス
に
つ
い
て
、
期
末
手
当
０．
15

月
分
を
凍
結
す
る
改
正
で
す
。

・
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の

勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例

教
育
長
に
支
給
さ
れ
る
夏
の
ボ
ー
ナ

条
例
改
正
等

平
成
26
年
度
ま
で
延
長
。
固
定
資
産

税
に
お
い
て
は
、
平
成
21
年
度
評
価

替
え
の
評
価
の
規
定
整
備
、
医
療
関

係
者
の
養
成
所
及
び
救
急
医
療
確
保

事
業
関
連
の
固
定
資
産
税
の
非
課
税

措
置
の
創
設
、
拡
充
等
の
改
正
で
す
。

○
安

町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
【
承
認
】

地
方
税
法
、
国
民
健
康
保
険
法
施
行

令
等
の
一
部
改
正
（
平
成
21
年
４
月
１

日
施
行
）
に
よ
る
町
条
例
の
改
正
で
す
。

国
保
税
の
介
護
給
付
金
と
し
て
、

課
税
額
の
課
税
限
度
額
を
「
９
万
円
」

か
ら
「
10
万
円
」
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

○
平
成
20
年
度
安

町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
補
正
第
８
号
）
に
つ
い
て
【
承
認
】

・
補
正
額

６
万
８
千
円

・
歳
入
歳
出
総
額

29
億
５，
２
４
６
万
６
千
円

・
主
な
補
正
内
容

基
金
利
息
積
立
金

○
平
成
21
年
度
安

町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
補
正
第
１
号
）

に
つ
い
て
【
承
認
】

・
補
正
額

２，
０
０
４
万
７
千
円

・
歳
入
歳
出
総
額

７
億
５，
９
０
４
万
７
千
円

・
主
な
補
正
内
容

老
人
医
療
費
確
定
金
額
拠
出
金

○
安

町
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
【
適
任
】

人
事
案
件

専
決
処
分
・
補
正
予
算

第
２
回
安
堵
町
議
会
臨
時
会 

第
２
回
安
堵
町
議
会
臨
時
会 

第
２
回
安
堵
町
議
会
臨
時
会 
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●　お知らせ ●

過
ち
を
犯
し
、
刑
を
終
え
て
地
域
社

会
に
帰
っ
て
き
た
人
に
あ
な
た
は
笑
顔

で
「
お
か
え
り
。」
と
言
え
ま
す
か
。
あ

な
た
の
そ
の
一
言
で
、
そ
し
て
、
そ
の

人
を
信
じ
る
こ
と
で
再
び
社
会
で
の
新

し
い
第
一
歩
を
踏
み
出
せ
る
人
が
い
ま

す
。
新
し
い
道
の
り
に
は
、
そ
ん
な
あ

な
た
の
暖
か
い
支
え
が
必
要
で
す
。

更
生
保
護
と
は
、
国
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
だ
け
で
な
く
、
地
域
社
会
で
み
ん
な

が
犯
罪
や
非
行
を
予
防
し
、
ま
た
、
過

ち
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
人
の
立
ち
直
り

を
手
助
け
し
て
い
く
活
動
で
す
。

決
し
て
難
し
く
考
え
る
こ
と
は
な
い

の
で
す
。
社
会
に
は
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と

定
額
給
付
金
の
申
請
の
期
限
は
、
平

成
21
年
10
月
13
日
（
郵
送
の
場
合
は
同

日
消
印
有
効
）
ま
で
で
す
。
期
限
を
過

ぎ
ま
す
と
、
支
給
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

申
請
の
際
、
世
帯
主
の
方
の
本
人
確

認
書
類
（
運
転
免
許
証
・
健
康
保
険
証

等
）
の
写
し
と
振
込
先
口
座
の
通
帳
・

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
写
し
（
支
店

名
・
名
義
人
の
フ
リ
ガ
ナ
が
分
か
る
も

の
）
を
必
ず
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ら
の
書
類
が
揃
っ
た
時
点
で
受

付
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
を
お
願

い
し
ま
す
。

定
額
給
付
金
申
請
書
が
ま
だ
、
お
手

元
に
届
い
て
い
な
い
方
は
、
確
認
を
し

ま
す
の
で
、
至
急
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
。申

請
の
際
、
窓
口
で
現
金
に
よ
る
支

給
を
希
望
さ
れ
た
方
の
定
額
給
付
金
の

支
給
を
７
月
１
日
よ
り
順
次
開
始
し
ま

す
。
窓
口
で
の
申
請
と
受
給
は
同
日
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

お
問
い
合
せ

総
務
課

1
57
―
１
５
１
１

FAX
57
―
１
５
２
６

し
た
こ
と
で
立
ち
直
る
こ
と
が
で
き
る

人
が
た
く
さ
ん
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
地

域
で
犯
罪
や
非
行
を
な
く
す
に
は
私
達

に
何
が
で
き
る
の
か
考
え
て
み
て
く
だ

さ
い
。

家
族
や
地
域
に
住
む
人
と
の
絆
を
強

め
、
交
流
を
深
く
す
る
な
ど
も
「
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
大
切
な
役
割

で
す
。

犯
罪
や
非
行
は
地
域
社
会
で
起
こ
り
、

そ
し
て
、
過
ち
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
人

が
帰
っ
て
く
る
場
所
も
地
域
社
会
で
す
。

犯
罪
や
非
行
を
ど
の
よ
う
に
し
て
防

ぎ
、
ま
た
、
過
ち
か
ら
立
ち
直
ろ
う
と

決
意
し
た
人
を
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ

る
の
か
。「
更
生
保
護
」
は
更
生
を
目
指

す
本
人
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
地
域

に
暮
ら
す
私
達
一
人
ひ
と
り
の
課
題
で

も
あ
る
こ
と
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

安

町
保
護
司
会

安

町
更
生
保
護
女
性
会

定
額
給
付
金
の
申
請
は

お
済
で
す
か
？

相
談
日

7
月
10
日
（
金
）

時
　
間

午
後
１
時
〜
３
時

場
　
所

役
場
３
階
会
議
室

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

7
月
人
権
、行
政
相
談
日

毎

　
毎週日曜 朝９時より
安 中学校南側

■主催：ほっと安 朝市実行委員会
■お問い合せ：役場産業課　157－1511
毎月第１日曜日　先着100名様に花の苗などを無料配布しています。

（農地・水・環境保全対策事業への取組）

安心・安全な町内の朝取り野菜を安価でご提供します

雨天でも開催
しています

売り切れ
次第閉店させ
て頂きます

ス
に
つ
い
て
、
期
末
手
当
０
・
15
月
分

を
凍
結
す
る
改
正
で
す
。

○
安

町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用

弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
【
可
決
】

議
会
議
員
に
支
給
さ
れ
る
夏
の
ボ
ー

ナ
ス
に
つ
い
て
、
特
別
職
等
の
凍
結
と

同
様
、
期
末
手
当
０
・
15
月
分
を
凍
結

す
る
改
正
を
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
提
案

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
強
調
月
間
で
す
。
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●　お知らせ ●

国民年金からのお知らせ

国民年金には、経済的な理由等で保険料（平成21年度の保険料月額：１４,６６０円）を納めることが困難
な場合には、申請により保険料の納付が免除される制度があります。【前年所得の審査があります。】

保険料免除申請は、保険料の全額が免除される「全額免除」、保険料の一部を納め、残りの保険料が免除され

る「一部納付（３／４納付、半額納付、１／４納付）」があります。

また、30歳未満の方には、「納付猶予（若年者納付猶予制度）」があります。

前年度に全額免除・納付猶予が承認されており、継続申請の申出をされている方は、引き続き全

額免除又は納付猶予に該当するか、審査を行いますので申請は不要です。ただし、所得の申告をさ

れていない方は、継続の審査ができない場合があります。

【申請して承認されるとその期間は・・・】

※ 【３／４納付】【１／２納付】【１／４納付】の承認を受けた場合、その一部の保険料を納付さ

れないと、その承認期間は保険料未納期間となりますので、ご注意ください。

※ 追納する場合の保険料額は、免除等を受けた期間の翌年度から起算して３年度目以降に追納す

ると、承認を受けた期間の保険料額に経過期間に応じた加算額が上乗せされます。

【承認期間は・・・】 ７月から翌年の６月まで

【審査結果（承認・却下）は・・・】 後日郵送で奈良社会保険事務所より通知が届きます。

全額免除・納付猶予の承認を受けられた方において、翌年度継続希望にしている方で、翌年度以降

も引き続き全額免除・納付猶予の申請を希望される場合は、申請書の提出が不要となります。ただし、

失業又は震災等による損害を受けたことを理由とした全額免除・納付猶予又は一部納付の場合は、毎

年の申請が必要となります。

【申請先・・・】 住民課国民年金担当窓口まで（年金手帳・印鑑等をご持参ください。）

1５７－１５１１（内線２２３）

～国民年金保険料免除制度の申請はお早めに！～
平成21年度の免除申請は７月から受付が始まります。

▼ ▼ ▼ ▼ ▼

▼ ▼ ▼ ▼ ▼

▼ ▼ ▼ ▼ ▼

▼ ▼ ▼ ▼ ▼

全額免除
３／４
納付

半額納付
１／４
納付

保険料未納

年金を受ける
資格期間には

算入されます。 算入されません。

保険料を納めた場合
と比べて年金額は

３分の１
で計算

６分の５
で計算

３分の２
で計算

２分の１
で計算

▼

▼

▼

▼

納付猶予

計算され
ません。

計算されません。

障害・遺族基礎年金
を受けるとき

保険料納付済期間と同じ扱いです。
年金を受給でき
ない場合あり。

後から保険料を納付
する場合（追納） 10年以内なら納めることができます。 ２年以内

（ ）

（ ）
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●　お知らせ ●

：

同
一
世
帯
の
長
寿
医
療
被
保
険
者
の

方
の
所
得
・
収
入
で
判
定
し
ま
す
。

a
課
税
所
得
額
が
１
４
５
万
円
以
上

あ
る
長
寿
医
療
被
保
険
者

s
課
税
所
得
額
が
１
４
５
万
円
以
上

あ
る
長
寿
医
療
被
保
険
者
と
同
一

世
帯
の
長
寿
医
療
被
保
険
者

※
た
だ
し
、
収
入
額
が
次
の
①
又
は
②

の
一
定
基
準
を
満
た
す
場
合
は
、
市

町
村
に
申
請
す
る
こ
と
で
１
割
負
担

に
な
り
ま
す
。

①
世
帯
内
に
他
の
70
歳
以
上
の
方
が

い
な
い
場
合

収
入
額
が
３
８
３
万
円
未
満
で
あ

れ
ば
、
申
請
に
よ
っ
て
１
割
負
担

に
な
り
ま
す
。

②
世
帯
内
に
他
の
70
歳
以
上
の
方
が

い
る
場
合

収
入
の
合
計
額
が
５
２
０
万
円
未

満
の
場
合
、
申
請
に
よ
っ
て
１
割

負
担
に
な
り
ま
す
。

現
役
並
み
所
得
者

所
得
・
収
入
に
応
じ
て
、

・
　
　
　
・

・
　
　
　
　
　
に
区
分
さ
れ
、
自
己
負
担
割
合
・
自
己
負
担
限
度
額
が
決
定

し
て
い
ま
す
（
毎
年
８
月
見
直
し
）

かかった医療費の1割（現役並み所得者は3割）を支払います。
ただし、個人ごとに同じ月の負担限度額を超えた分は払い戻しを受けることが出来ます。

※1年間に4回以上限度額を超えた場合、4回目以降の限度額は（44，400円）の金額となります。
注）入院時の食事代や差額ベッド代等は、支給対象となりません。

：

以
外
の
課
税

世
帯
の
長
寿
医
療
被
保
険
者

：

同
一
世
帯
の
世
帯
主
お
よ
び
世
帯
員

全
員
の
課
税
状
況
で
判
定
し
ま
す
。

同
一
世
帯
の
世
帯
主
お
よ
び
世
帯
員

全
員
が
住
民
税
非
課
税
で
あ
る
長
寿

医
療
被
保
険
者

：

同
一
世
帯
の
世
帯
主
お
よ
び
世
帯
員

全
員
の
所
得
状
況
で
判
定
し
ま
す
。

同
一
世
帯
の
世
帯
主
お
よ
び
世
帯
員

全
員
が
非
課
税
か
つ
基
準
額
以
下
の

所
得
で
あ
る
長
寿
医
療
被
保
険
者

低
　
所
　
得
　
Ⅰ

低
　
所
　
得
　
Ⅱ

一
　
　
　
般

現
役
並
み
所
得
者

一
般

低
所
得
Ⅱ

低
所
得
Ⅰ

窓口で支払う自己負担金

現
役
並
み
所
得
者

世帯の所得区分 通院の限度額（個人ごとに計算） 世帯の限度額

現役並み所得者 44,400円 80,100円＋〔（かかった医療費－267,000円）×1％〕

（44,400円）※4回目以降

一　　　　　般 12,000円 44,400円

低所得者　　Ⅱ 8,000円 24,600円

低所得者　　Ⅰ 8,000円 15,000円

長
寿
医
療
保
険（
後
期
高
齢
者
医
療
）所
得
区
分
に
つ
い
て
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●　お知らせ ●

現
在
お
使
い
の
長
寿
医
療
保
険
（
後

期
高
齢
者
医
療
）
被
保
険
者
証
の
有
効

期
限
は
、
す
べ
て
の
方
が
平
成
21
年
7

月
31
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

７
月
下
旬
に
新
し
い
被
保
険
者
証
を

簡
易
書
留
で
お
送
り
し
交
付
し
ま
す
。

※１　ただし、入院する病床によって自己負担が異なります
●入院時生活療養費Ⅱを算定する保険医療機関に入院する場合は（食費）1食420円
また、療養病床に入院している場合でも、入院医療の必要性の高い状態が継続する方や、回復期リハ
ビリテーション病棟に入院している方は、療養病床以外に入院する場合と同じ自己負担額となります。

※2 1年間に90日以上入院の場合は、入院日数が分かる書類（領収書等）を持参し、再度申請が必要です。

療養病床以外 療養病床　※

現役並み所得者 ●入院時生活療養費Ⅰを算定する保険医療機関に入院する場合
及　　び 1食につき260円 （食　費） 1食につき460円

一　　　　　般 （居住費） 1日につき320円

1食につき210円

1食につき160円
（1年間に90日以上入院）

（食　費） 1食につき130円

1食につき100円

（居住費） 1日につき320円

（食　費） 1食につき130円
（居住費） 1日につき　 0円

低所得　Ⅱ

低所得　Ⅰ

(老齢福祉年金受給者)

（食　費） 1食につき210円

（居住費） 1日につき320円

※
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
、「
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

を
医
療
機
関
に
提
示
す
れ
ば
、
入
院
時

の
患
者
負
担
限
度
額
お
よ
び
食
費
負
担

等
が
少
な
く
て
す
み
ま
す
。（
上
記
料
金

表
の
通
り
）

こ
の
認
定
証
は
、
長
寿
医
療
保
険

（
後
期
高
齢
者
医
療
）窓
口
に
申
請
し
て
、

認
め
ら
れ
た
場
合
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

認
定
期
間
は
申
請
日
の
月
初
め
か
ら

７
月
31
日
ま
で
で
す
。
８
月
以
降
は
再

度
申
請
が
必
要
で
す
。

世
帯
に
無
申
告
の
方
が
い
る
場
合
は
、

非
課
税
世
帯
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
せ

ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
受
付：

住
民
課
②
番

1
57
―
１
５
１
１
（
代
）

長
寿
医
療
保
険
（
後
期
高
齢
者
医
療
）

の
窓
口
　
内
線
２
２
２

長
寿
医
療
保
険
（
後
期
高
齢
者
医
療
）

入
院
『
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
』
の
お
知
ら
せ

長
寿
医
療
保
険
（
後
期
高
齢

者
医
療
）
被
保
険
者
証
更
新

の
お
知
ら
せ

健
康
ポ
ス
タ
ー
入
選
作
品

＊１

＊2
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●　お知らせ ●

高
齢
者
医
療
保
険
料
の
算
定
の
た
め

「
申
告
」
が
必
要
で
す
。

な
お
、
申
告
し
な
か
っ
た
場
合
に

は
、
次
の
軽
減
措
置
等
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

※
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
軽
減

措
置

※
高
額
療
養
費
の
負
担
区
分
　

■

保
険
料
の
徴
収
は
、
安

町
で
行

い
ま
す
。
徴
収
方
法
は
、
次
の
と
お

り
と
な
り
ま
す
。

《
特
別
徴
収
》

年
額
18
万
円
以
上
の

年
金
受
給
者
は
、
保
険
料
が
年
金
か

ら
天
引
き
さ
れ
る
特
別
徴
収
の
対
象

者
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
介
護
保

険
料
と
合
わ
せ
た
保
険
料
額
が
、
年

金
額
の
２
分
の
１
を
超
え
る
場
合
は
、

天
引
き
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
申

込
み
に
よ
り
、
年
金
天
引
き
を
止
め
、

口
座
振
替
に
変
更
で
き
ま
す
。

《
普
通
徴
収
》

特
別
徴
収
の
対
象
者

と
な
ら
な
い
方
は
、
納
付
書
や
口
座

振
替
な
ど
に
よ
り
保
険
料
を
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

平
成
21
年
度
７
月
か
ら
納
付
が
始

ま
り
ま
す
。

長
寿
医
療
（
後
期
高
齢
者
医
療
）
制

度
は
、
高
齢
者
だ
け
で
は
な
く
国
民
す

べ
て
で
支
え
る
と
い
う
基
本
の
も
と
、

高
齢
者
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
医
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
国
・

県
・
市
町
村
が
公
費
約
５
割
負
担
を
維

持
し
つ
つ
、
高
齢
者
の
皆
さ
ま
に
保
険

料
と
し
て
約
１
割
の
負
担
を
お
願
い
し
、

さ
ら
に
、
現
役
世
代
か
ら
も
約
４
割
の

支
援
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。

保
険
料
率
は
、
奈
良
県
内
で
は
均
一

を
原
則
と
し
、
医
療
給
付
費
の
10
％
分

と
、
保
健
事
業
分
、
そ
の
他
給
付
費

（
葬
祭
費
）
は
、
基
本
的
に
保
険
料
で
賄

わ
れ
ま
す
。

保
険
料
は
、
奈
良
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
が
決
定
し
、
奈
良
県
の
医

療
給
付
費
に
応
じ
て
、
２
年
ご
と
に
見

直
し
ま
す
。

●
保
険
料
率
は
、
原
則
奈
良
県
内
で
統

一
さ
れ
ま
す
。

●
保
険
料
は
、
被
保
険
者
個
人
単
位
で

算
定
し
、
賦
課
さ
れ
ま
す
。

●
保
険
料
は
、
被
保
険
者
全
員
が
負
担

す
る
「
均
等
割
額
」
と
、
被
保
険
者

の
所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る
「
所
得

割
額
」（
注
１
）
が
あ
り
、
そ
の
合
計

額
と
な
り
ま
す
。

（
注
１
）（
被
保
険
者
の
総
所
得
金
額

―
基
礎
控
除
額
33
万
円
）
×
所
得

割
率
（
７
・
５
％
）

保
険
料
の
軽
減
措
置
に
つ
い
て

■

世
帯
主
と
被
保
険
者
全
員
の
所
得

金
額
の
合
計
額
に
応
じ
て
保
険
料
の

均
等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

９
割
軽
減：

（
33
万
円
）
以
下
の
世
帯

（
被
保
険
者
全
員
の
年
金
収
入
が

80
万
円
以
下
の
世
帯
、
そ
の
他
各

種
所
得
が
な
い
）

７
割
軽
減：

33
万
円
以
下
の
世
帯

（
平
成
21
年
度
は
８
・
５
割
軽
減
と

な
り
ま
す
。）

５
割
軽
減：

【
33
万
円
＋
24
・
５
万

円
×
被
保
険
者
数（
被
保
険
者
で
あ

る
世
帯
主
を
除
く
）】
以
下
の
世
帯

２
割
軽
減：

【
33
万
円
＋
35
万
円
×
被

保
険
者
数
】
以
下
の
世
帯

※
世
帯
主
が
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保

険
者
で
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
軽

減
の
判
定
の
際
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

■

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方

平
成
21
年
度
は
均
等
割
が
９
割
軽
減

と
な
り
ま
す
。

■

年
金
収
入
が
１
５
３
万
円
以
上
２

１
１
万
円
以
下
の
方

平
成
20
年
度
と
同
様
に
所
得
割
が
５

割
軽
減
と
な
り
ま
す
。

※
給
与
収
入
等
が
あ
る
場
合
で
も
、

控
除
後
の
所
得
が
91
万
円
以
下
で

あ
る
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
す
。

保
険
料
の
減
免
措
置
に
つ
い
て

■

災
害
、
そ
の
他
特
別
な
事
情
に
よ

り
、
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
に

つ
い
て
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
が

減
免
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る

方
は
、
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
付
し
、

役
場
窓
口
に
申
請
し
ま
す
。

軽
減
措
置
等
を
受
け
る
に
は
「
所
得
申
告
」
が
必
要
で
す

■

年
間
（
平
成
20
年
中
）
に
全
く
所

得
が
な
か
っ
た
方
や
、
所
得
が
少
な

く
所
得
税
や
市
町
村
民
税
・
県
民
税

が
か
か
ら
な
い
方
、
今
ま
で
所
得
の

申
告
を
し
な
か
っ
た
方
で
も
、
後
期

※平成20、21年度の保険料

均等割額 所得割額＋

保　険　料

均等割額 所得割率

保 険 料 率 39,900円 7.5%

賦課限度額 50万円

長
寿
医
療
（
後
期
高
齢
者
医
療
）

『
保
険
料
』
の
決
め
方

長
寿
医
療
（
後
期
高
齢
者
医
療
）

『
保
険
料
』
の
納
め
方
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●　お知らせ ●

加
入
者
数
×
６，

０
０
０
円

⑧
平
等
割
額
（
１
世
帯
に
つ
き
計
算
）

１
世
帯
当
た
り
　
７，

０
０
０
円

保
険
税
（
支
援
分
）
＝
⑤
＋
⑥
＋
⑦
＋

⑧
（
課
税
限
度
額
は
12
万
円
）

【
介
護
分
】
40
歳
か
ら
64
歳
の
方

⑨
所
得
割
額
（
各
被
保
険
者
の
所
得
に

応
じ
て
計
算
）

（
平
成
20
年
中
の
総
所
得
金
額
―
基

礎
控
除
額
33
万
円
）
×
１
％

⑩
資
産
割
額
（
各
被
保
険
者
の
固
定
資

産
税
額
に
応
じ
て
計
算
）

平
成
21
年
度
の
固
定
資
産
税
額
×
５
％

⑪
均
等
割
額
（
加
入
者
数
に
応
じ
て
計

算
）

加
入
者
数
×
６，

０
０
０
円

⑫
平
等
割
額
（
１
世
帯
に
つ
き
計
算
）

１
世
帯
当
た
り
　
４，

０
０
０
円

保
険
税
（
介
護
分
）
＝
⑨
＋
⑩
＋
⑪
＋

⑫
（
課
税
限
度
額
は
10
万
円
）

【
合
計
保
険
税
額
】
医
療
分
と
支
援
分
と

介
護
分
の
合
計
に
な
り
ま
す

（
①
＋
②
＋
③
＋
④
＋
⑤
＋
⑥
＋

⑦
＋
⑧
＋
⑨
＋
⑩
＋
⑪
＋
⑫
）

◎
平
成
21
年
度
国
民
健
康
保
険
税
納
税

通
知
書
は
、７
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

（
住
民
課
）

【
医
療
分
】
す
べ
て
の
方

①
所
得
割
額
（
各
被
保
険
者
の
所
得
に

応
じ
て
計
算
）

（
平
成
20
年
中
の
総
所
得
金
額
―
基

礎
控
除
額
33
万
円
）
×
７
％

②
資
産
割
額
（
各
被
保
険
者
の
固
定
資

産
税
額
に
応
じ
て
計
算
）

平
成
21
年
度
の
固
定
資
産
税
額
×
24
％

③
均
等
割
額
（
加
入
者
数
に
応
じ
て
計

算
）

加
入
者
数
×
２
１，

０
０
０
円

④
平
等
割
額
（
１
世
帯
に
つ
き
計
算
）

１
世
帯
当
た
り
　
２
３，

０
０
０
円

保
険
税
（
医
療
分
）
＝
①
＋
②
＋
③
＋

④
（
課
税
限
度
額
は
47
万
円
）

【
支
援
分
】
す
べ
て
の
方

⑤
所
得
割
額
（
各
被
保
険
者
の
所
得
に

応
じ
て
計
算
）

（
平
成
20
年
中
の
総
所
得
金
額
―
基

礎
控
除
額
33
万
円
）
×
２
％

⑥
資
産
割
額
（
各
被
保
険
者
の
固
定
資

産
税
額
に
応
じ
て
計
算
）

平
成
21
年
度
の
固
定
資
産
税
額
×
６
％

⑦
均
等
割
額
（
加
入
者
数
に
応
じ
て
計

算
）

安

町
の
国
民
健
康
保
険
財
政
は
、

医
療
費
の
急
激
な
伸
び
に
国
保
税
収
が

追
い
つ
く
こ
と
が
で
き
ず
、
単
年
度
収

支
で
は
平
成
17
年
度
か
ら
平
成
20
年
度

ま
で
４
年
連
続
で
赤
字
と
な
る
な
ど
、

非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

平
成
21
年
度
福
祉
医
療
証

（
老
人
医
療
・
心
身
障
害

者
医
療
・
母
子
医
療
）

更
新
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
税
は
、
こ

の
よ
う
に
計
算
さ
れ
ま
す

平
成
21
年
度
国
民
健
康
保

険
税
の
税
率
に
つ
い
て

８
月
１
日
か
ら
新
し
い
医
療
受
給
資

格
証
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
！

現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
医
療
受
給
資

格
証
（
老
人
医
療
　
心
身
障
害
者
医
療

・
母
子
医
療
）
の
有
効
期
限
は
７
月
31

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

☆

該
当
さ
れ
る
方
に
は
事
前
に
通
知

（
７
月
下
旬
予
定
）い
た
し
ま
す
の
で
、

必
ず
更
新
手
続
き
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

更
新
期
限：

平
成
21
年
８
月
末
日
ま
で

持
物：
更
新
の
通
知
書
・
同
封
の
申
請

書
・
健
康
保
険
証
・
印
か
ん
・

旧
の
医
療
受
給
資
格
証

お
問
い
合
せ

住
民
課
　
②
番
の
窓
口

1
57
―
１
５
１
１
（
内
線
２
２
２
）

こ
う
し
た
状
況
の
も
と
で
す
が
、
被

保
険
者
の
皆
さ
ま
に
納
め
て
頂
く
保
険

税
に
つ
い
て
、
平
成
21
年
度
に
お
い
て

は
、
賦
課
限
度
額
（
介
護
分
）
の
引
き

上
げ
の
み
見
直
し
を
行
い
、
全
体
的
な

税
率
の
引
き
上
げ
は
、
行
い
ま
せ
ん
。

被
保
険
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
健
全
な

国
保
運
営
を
は
か
れ
ま
す
よ
う
に
、
保

険
税
の
納
付
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

（注１）本人所得・扶養者（健康保険の被扶養者含む）所得に制限があります。
（注１）転入等で申請がまだの方は、お問い合わせください。

制 度 名 対　　象　　者 助成の範囲

昭和14年８月２日～昭和15年７月31日の
老 人 医 療 期間に生まれた方で、世帯及び、扶養者

の住民税所得割が課せられていない方

心身障害者 １歳以上の方で身体障害者手帳１級
（注１）医　　　療 から２級または、療育手帳Ａの方

母 子 医 療
配偶者のない女子で18歳未満の児童

（注１）を養育している方とその児童

医療保険の自己負担
額から一割負担を除
いた額を助成します。

医療保険の自己負担額から
○通院については、1医療機
関につき月500円
○入院については、1医療機
関につき月1,000円（2週間
未満の入院の場合は月500
円）を除いた額を助成
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わが子をどう叱ればよいかについて、「自分
の叱り方に自信がない」「叱ることそのものが
良くないの？」「たたくのは絶対にダメ？」な
ど、さまざまな悩みや相談が教育関係機関に
多く寄せられています。

最近では、きびしく叱ることによって、子どもが大きくなってから心に傷を残さないかと心
配するケースが多いようです。事件のマスコミ報道などで、「幼少時の親子関係に問題があった」
などという記事を目にすれば、心配になるのも当然のことかもしれません。
また、こうした考えがある一方で、全国の「児童虐待による相談件数」（児童相談所による調
査）は増加し、平成19年には約41000件（平成10年7000件）に達している現状があります。
こうした状況は・・・

という親の２極分化を生み、大きな悩みとなっているようです。
そこで、この格言「怒るな！叱れ！」です。「怒る」と「叱る」はよく似た言葉のようですが、その反意語をみてみ
ると違いはよくわかります。
子どもは、言われたときには納得したり分かっていても、調子に乗ったり集団

になったりすると、つい忘れて同じ間違いを繰り返すことがよくあります。
そこで、私たち大人が、一時的な感情で「怒る」のではなく、「粘り強く」叱る
ことが必要となってきます。粘り強く、投げ出さず、暴力的にならず、「何度やっても親が懲りずに叱ってくれた」と
子どもの方が根負けして行いを変えていくことが重要なのです。口で言うほど簡単なことではありませんが、「ほめる」
という行為と等しく、「叱る」という行為もまた、親子の間の大切なコミュニケーションです。言葉を大切にするのは
もちろんのこと、声の調子や表情といった言葉以外の要素にも気をつけて、心が伝わる「叱り方」をしたいものです
ね。
最後に、心が伝わる「叱り方」のポイントを参考までに上げておきます。

※　みなさまからのご意見・ご感想をお待ちしています。

・いけないことをいけないと、わかりやすく本気で話す
・子どもの人格そのものを否定せずに、行為そのものを否定する
・親として、どうして欲しいのか、具体的に示す
・他の子との比較やいやみをさける
・ひとつのことについて叱り、話しを広げない
・反省が見られたらくどくど繰り返さず、引き際を早く
・日によって叱ったり叱らなかったり、気分次第にならない
・感情にまかせた暴力は子どもとの関係を破壊してしまうことを忘れない
・１回で治らなければ次の機会に…とにかく粘り強く！

格言・ことわざに見る　子育てのヒント第２の扉　⑩第２の扉　⑩

子どもに気をつかうあまり
叱れなくなっている

親の都合や感情を押しつけて
虐待にちかい叱り方になっている

怒　る　　　　　笑　う
しかる　　　　　ほめる

心が伝わる「叱り方」で

親子のコミュニケーション！

怒
おこ

るな！叱
しか

れ！

生
駒
郡
教
科
書
セ
ン
タ
ー
を
平
群
町

で
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
生

駒
郡
教
科
書
セ
ン
タ
ー
で
は
、
住
民
の

皆
様
に
も
教
科
書
を
ご
覧
い
た
だ
く
た

め
に
、
現
在
の
小
学
校
の
教
科
書
と
平

成
22
年
度
の
中
学
校
の
教
科
書
を
展
示

し
ま
す
。
学
校
で
使
用
す
る
教
科
書
は
、

こ
の
中
か
ら
選
ん
で
い
ま
す
。

場
　
所

あ
す
の
す
平
群
（
平
群
町
中
央
公
民

館
前
）

所
在
地

〒
６
３
６
ー
０
９
３
６

生
駒
郡
平
群
町
福
貴
１
０
３
７
―
２

お
問
い
合
せ
は
平
群
町
教
育
委
員
会

事
務
局
総
務
課
ま
で

1
０
７
４
５
―
45
―
２
１
０
１

期
　
間

７
月
１
日
〜
７
月
24
日

日
・
平
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

土
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
７
時

水
・
祝
日
は
休
館

生
駒
郡
教
科
書
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ
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第１の扉　#3第１の扉　#3

確かな学力の向上に向けて（学校・家庭・地域の連携）その⑥
今回のテーマは

早寝早起きで、頭も体もスッキリと！です。

目覚めがスッキリとした爽やかな朝は、気持ちのよい１日の始まりです。暑く
なってくるこの季節ですが、充分な睡眠を取り、涼しいうちに「早起きする」
ことで、体も頭も気持ちよく活発に動き始めます。
「早寝早起き朝ごはん」で、暑さに負けない強い体と心をつくりましょう！

十分な睡眠は、学習意欲・運動意欲を伸ばします！

５月13日赤・黄・青組の３～５歳児が、安 中央公園へ遠足に出かけま

した。快晴の空の下お弁当を食べたり、遊具で元気に遊びました。
安 保育園

５月24～25日の2日間で、小学生は広島方面への修学旅行に行

きました。事前に学習した世界遺産の原爆ドームなどを見学し、戦

争の怖ろしさや平和の大切さを改めて学びました。

安 小学校

５月13～15日の３日間、中学生は沖縄へ修学旅行に行ってき

ました。ガマ体験などの平和学習や沖縄ならではの自然に触れる体

験などを通し、様々なことを学びました。

安 中学校
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●　お知らせ ●

〜
昔
の
く
ら
し
実
演
体
験
会
〜

昔
の
暮
ら
し
の
中
で
、
照
明
や
食
用

と
し
て
用
い
ら
れ
た
菜
種
…
。

こ
の
体
験
会
で
は
、
館
前
の
田
で
実

っ
た
菜
種
の
油
を
し
ぼ
る
実
演
や
、
菜

種
油
を
使
っ
た
体
験
が
出
来
ま
す
。 ひ ま わ り

7777月月月月 のののの 花花花花

日
　
時
　
７
月
５
日
（
日
）

午
後
１
時
半
〜
３
時
半

参
加
費

入
館
料
＋
材
料
費（
２
０
０
円
）

募
集
人
数

10
名
（
申
込
み
順
）

申
込
み
　
窓
口
・
電
話
に
て
事
前
申
込

み
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

昨
年
の
秋
に
植
え
た
い
草
が
、
収
穫

の
時
期
を
迎
え
ま
す
。
灯
芯
の
原
料
・

い
草
の
刈
り
取
り
や
、
乾
燥
の
作
業
が

見
学
で
き
ま
す
。
希
望
に
よ
り
体
験
も

で
き
ま
す
。

日
　
時
　
７
月
８
日
（
水
）

午
前
９
時
〜

参
加
費

入
館
料

申
込
み

不
要
。
直
接
、
館
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※
体
験
希
望
者
は
、
作
業
し
や
す
い
服

装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
天
候
等
の
事
情
に
よ
り
、
日
程
を
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事

前
に
館
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

こ
の
時
期
に
実
る
ユ
ウ
ガ
オ
の
実
を
、

専
用
の
道
具
を
使
っ
て
削
い
で
作
る
〝
か

ん
ぴ
ょ
う
作
り
〞（
む
き
作
業
）の
体
験
が

で
き
ま
す
。

日
　
時
　
７
月
19
日
（
日
）

午
前
９
時
〜

参
加
費

入
館
料
＋
材
料
費（
２
０
０
円
）

募
集
人
数

10
名
（
申
込
み
順
）

申
込
み
　
窓
口
・
電
話
に
て
事
前
申
込

み
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
作
業
し
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

※
天
候
等
の
事
情
に
よ
り
、
日
程
を
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事

前
に
館
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

当
町
で
育
ま
れ
た
、
灯
芯
づ
く
り
の

技
術
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
当
日
は

熟
練
者
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
体
験

し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

同
時
に
わ
ら
製
の
ぞ
う
り
を
手
作
り

し
ま
す
。

日
　
時
　
７
月
26
日
（
日
）

午
後
１
時
半
〜
３
時
半

参
加
費

入
館
料

募
集
人
数

各
10
名
（
申
込
み
順
）

申
込
み
　
窓
口
・
電
話
に
て
事
前
申
込

み
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
ぞ
う
り
作
り
参
加
者
は
、
は
さ
み
持
参

の
上
、
ズ
ボ
ン
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ
・
場
所
・
申
込
み

安

町
歴
史
民
俗
資
料
館

（
大
字
東
安

１
３
２
２
）

1
57
―
５
０
９
０
FAX
57
―
８
８
９
５

と
う

し
ん

灯
芯
ひ
き
･
体
験
会

わ
ら
ぞ
う
り
作
り

な
た
ね
の
油
し
ぼ
り
体
験

い
草
刈
り
見
学
会

か
ん
ぴ
ょ
う
作
り
体
験

前年度「なたねの油しぼり」体験会風景

前年度「い草刈り」見学会風景

前年度「かんぴょう作り」体験会風景

前年度
「灯芯ひき」
体験会風景

前年度
「ぞうり作り」
体験会風景
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●　スポーツ ●

日
時

７
月
11
日（
土
）・
７
月
25
日（
土
）

８
月
８
日（
土
）・
８
月
22
日（
土
）

午
前
９
時
30
分
集
合

種
目
　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス

ス
リ
ー
タ
ッ
チ

室
内
ペ
タ
ン
ク
等

場
所

安

中
央
公
園
体
育
館

参
加
資
格

町
内
在
住
者
・
在
勤
者

（
年
齢
不
問
・
親
子
で
の
参
加
歓
迎
）

受
付

当
日
受
付

日
時
　
５
月
10
日
（
日
）

○
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

優
　
勝
　
安

町
（
安

の
里
）

○
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
一
般
女
子
）

準
優
勝
　
安

町

○
軟
式
野
球

準
優
勝
　
安

町
（
ド
ジ
ラ
ー
ズ
）

○
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
家
庭
婦
人
）

準
優
勝
　
安

町
（
あ
く
な
み
）

○
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

準
優
勝
　
安

町

日
時
　
４
月
19
日
（
日
）

中
学
生
の
部

優
　
勝
　
勝
良
　
圭
吾

準
優
勝
　
中
川
　
華
代

一
般
男
子
の
部

優
　
勝
　
大
田
　
武
士

準
優
勝
　
西
端
　
　
誠

一
般
女
子
の
部

優
　
勝
　
堀
江
　
素
子

準
優
勝
　
井
上
　
　
緑

日
時
　
４
月
19
日
（
日
）

中
学
生
の
部

優
　
勝
　
上
田
　
貴
之

準
優
勝
　
吉
田
　
知
樹

一
般
男
子
の
部

優
　
勝
　
的
場
　
　
健

準
優
勝
　
勝
良
　
　
稔

日
時
　
８
月
１
日
（
土
）
〜
６
日
（
木
）

の
６
日
間

午
前
９
時
〜
午
前
11
時
30
分

場
所

安

小
学
校
プ
ー
ル

対
象
　
・
25
ｍ
泳
げ
な
い
小
学
生

（
自
主
申
告
有
り
）

・
全
日
出
席
出
来
る
小
学
生

�
�
�軽
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い

��
��
��大

会
の
お
知
ら
せ

大
会
の
お
知
ら
せ

（
体
調
不
良
で
の
休
み
可
）

定
員

50
名

参
加
費

教
室
参
加
費
１，

０
０
０
円

保
険
代
５
０
０
円

◎
申
込
方
法

安

中
央
公
園
体
育
館
の
窓
口
へ
、

官
製
ハ
ガ
キ
１
枚
を
添
え
て
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
受
付
期
間

７
月
５
日
（
日
）
〜

７
月
15
日
（
水
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で

〈
火
曜
日
の
休
館
日
は
除
く
〉

※
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
電
話
に
よ
る
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

◎
受
付
場
所

安

中
央
公
園
体
育
館

◎
注
意
事
項

※
募
集
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
抽
選

に
な
り
ま
す
の
で
、
受
講
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

※
募
集
定
員
の
過
半
数
に
達
し
な
い
場

合
は
、
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
参
加
費
・
保
険
代
は
決
定
通
知
の
は

が
き
に
記
入
し
た
期
日
に
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
同
時
に
教
室
の
詳
細
を
説

明
し
ま
す
。

お
問
い
合
せ

安

中
央
公
園
体
育
館

1
58
―
４
０
１
１

（
安

町
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

設
立
準
備
委
員
会
主
催
）

遊
び
の
中
か
ら
体
を
動
か
し
て
楽
し

む
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
開
催
し
ま
す

の
で
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
７
月
11
日
（
土
）

午
前
９
時
30
集
合

場
所

安

中
央
公
園
体
育
館

内
容

ス
リ
ー
タ
ッ
チ
・
フ
ロ
ッ
カ
ー

囲
碁
ボ
ー
ル
・
キ
ン
ボ
ー
ル

デ
ィ
ス
ゲ
ッ
タ
ー
・
輪
投
げ

ク
ロ
リ
テ
ィ
・
ス
ロ
ィ
ン
グ
ビ

ン
ゴ
な
ど

受
付

当
日
受
付

参
加
資
格

町
在
住
者
・
在
勤
者
（
子

供
か
ら
シ
ル
バ
ー
世
代
ま
で
・
フ
ァ

ミ
リ
ー
で
参
加
は
大
歓
迎
）

�
�
�
第
35
回
卓
球
大
会

�
�
�第31
回
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

�
�
�第
46
回
生
駒
郡
民
大
会

��
��
��

大
会
結
果

大
会
結
果

�
�
�軽スポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

�
�
�安町

教
育
委
員
会
主
催

夏
休
み
水
泳
教
室
の
お
知
ら
せ

��
��
��安

町
総
合
型
地
域
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立
準
備
委

員
会
よ
り
お
知
ら
せ

安

町
総
合
型
地
域
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立
準
備
委

員
会
よ
り
お
知
ら
せ
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●　お知らせ ●

又
、
今
年
度
は
、
次
の
事
業
を
計
画

し
、
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
一
度
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

毎
月
第
２
・
第
４
・
土
曜
日

午
前
９
時
30
分
集
合

場
所
・
お
問
い
合
せ

安

中
央
公
園
体
育
館

1
58
―
４
０
１
１

安

町
書
芸
展
を
開
催
い
た
し
ま
す

の
で
多
数
ご
出
品
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

に
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

期
間

７
月
23
日（
木
）〜
７
月
26
日（
日
）

場
所

ト
ー
ク
安

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
展
示
ホ
ー
ル

出
品
資
格

町
在
住
及
び
在
勤
の
方

出
品
点
数

１
人
３
点
以
内

大
き
さ

自
由

題
材

自
由

申
込
・
搬
入
期
間

７
月
16
日
（
木
）

〜
７
月
19
日
（
日
）

申
込
・
搬
入
場
所

ト
ー
ク
安

カ
ル

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

作
品
搬
出

７
月
27
日
（
月
）
よ
り

そ
の
他

出
品
料
は
無
料
で
す
。
出
品

作
品
に
つ
い
て
は
細
心
の
注
意
を
い

た
し
ま
す
が
万
一
破
損
・
汚
染
の
場

合
は
責
任
を
お
い
か
ね
ま
す
の
で
あ

ら
か
じ
め
御
了
承
願
い
ま
す
。

お
問
い
合
せ

ト
ー
ク
安

カ
ル
チ
ャ

ー
セ
ン
タ
ー

1
57
―
２
２
８
１

日
　
時

７
月
15
日（
水
）

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

活
　
動

水
遊
び

対
　
象

未
就
園
児
と
保
護
者

持
ち
物

水
着
、
ま
た
は
、
ぬ
れ
て
も

よ
い
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
パ
ン
ツ
、
バ
ス
タ

オ
ル
、
着
替
え
、
お
茶
、
上
靴
（
必

要
な
方
の
み
プ
ー
ル
用
紙
パ
ン
ツ
、

紙
お
む
つ
を
着
用
）

※
天
候
に
よ
り
活
動

内
容
を
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま

す
。

お
問
い
合
せ

だ
い
ど
う
幼
稚
園

1
57
―
３
５
５
６

み
な
さ
ん
が
い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し

く
元
気
な
暮
ら
し
を
送
る
た
め
に
、
元

気
を
応
援
す
る
教
室
で
す
。

多
数
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

開
催
日

７
月
14
日（
火
）
７
月
21
日（
火
）

７
月
27
日（
月
）
８
月
11
日（
火
）

８
月
18
日（
火
）
８
月
25
日（
火
）

９
月
１
日（
火
）
９
月
８
日（
火
）

【
全
８
回
】

時
　
間

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
　
所

安

町
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

運
動
指
導
室

対
象
者

町
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

参
加
費

全
８
回
で
　
１，

０
０
０
円

申
し
込
み
・
お
問
い
合
せ

安

町
社
会
福
祉
協
議
会

1
57
―
２
５
２
３
FAX
57
―
５
０
２
２

★
ひ
っ
た
く
り
事
件
が
県
下
で
多
発

■
〜
西
和
署
管
内
で
も
本
年
２
月
頃

か
ら
連
続
発
生
〜

＊
安

駐
在
所
管
内
で
も
発
生
が
予
想

さ
れ
る
箇
所

Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
駅
前
利
用
者
の
通
勤
往
復
路

Ｊ
Ｒ
大
和
小
泉
駅
利
用
者
の
通
勤
往

復
路

歩
行
者
、
自
転
車
利
用
に
よ
る
買
物

の
往
復
路

（
特
に
女
性
や
老
人
は
、
ご
注
意
）

＊
ど
の
よ
う
な
や
り
方
か

犯
人
は
単
車
ま
た
は
自
転
車
を
利
用

す
る
。

捕
ま
ら
な
い
よ
う
に
フ
ル
フ
ェ
イ
ス

の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
マ
ス
ク
を
つ
け
る
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
決
め
る
た
め
何
回
か

下
見
を
す
る
。

過
去
に
捕
ま
っ
た
犯
人
は
大
抵
、
後

ろ
か
ら
や
っ
て
く
る
。

●
被
害
を
防
ぐ
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

◎
安
易
に
バ
ッ
グ
な
ど
を
前
カ
ゴ
に
い

れ
な
い
。

◎
前
カ
ゴ
に
カ
バ
ー
等
を
取
り
付
け
る
。

◎
道
路
の
車
道
側
（
ひ
っ
た
く
り
や
す

い
側
）
に
バ
ッ
グ
等
を
持
た
な
い
。

◎
日
頃
か
ら
問
題
意
識
を
持
っ
て
、
十

分
に
注
意
し
て
お
く
。

★
あ
な
た
の
大
切
な
人
に
も
注
意
喚
起

し
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�軽
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い

安

町
書
芸
展
作
品
募
集

だ
い
ど
う
幼
稚
園

園
開
放
の
お
知
ら
せ

「
夢
い
き
い
き
教
室
」

受
講
生
募
集

安

駐
在
所

1
・
FAX
57
―
２
６
０
３

安
堵
駐
在
所
だ
よ
り

安
堵
駐
在
所
だ
よ
り 

安
堵
駐
在
所
だ
よ
り

安
堵
駐
在
所
だ
よ
り 

安
堵
駐
在
所
だ
よ
り 

通
報
先
　
緊
急
の
場
合
は
１
１
０
番

奈
良
県
警
察
本
部

1
0
7
4
2
―
23
―
0
1
1
0

西
和
警
察
署
　
1
0
7
4
5
―

72
―
0
1
1
0

安

駐
在
所
　
1
0
7
4
3
―

57
―
2
6
0
3

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
全
安
心
の
街
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●　健　　康 ●

健康 カ レ ン ダ ーこ ど も
事　業　名 日　　時 対　　象 持　ち　も　の 内　容　等

母子健康手帳
アンケート用紙
バスタオル

母子健康手帳

母子健康手帳
アンケート用紙
歯ブラシ･コップ･
タオル・お茶

母子健康手帳
アンケート用紙
バスタオル

２ 歳 児 親 子
歯科健康診査

７月９日（木）
午後１時10分よ
り受付
※時間を区切り指定します。

平成19年４月10日～
７月９日生まれの児

身体計測、栄養・育
児相談、絵本との出
会い

７　か　月　児
健　康　相　談

７月８日（水）
午前９時30分～
45分受付

満６・７か月児

実際に見て味わって
みましょう

歯科診察・相談・フ
ッ素塗布
保護者で希望する方に
歯周疾患健診（200円）

３ 歳 児 歯 科
健　康　診　査

７月９日（木）
午後２時50分よ
り受付

平成18年４月10日～
７月９日生まれの児

歯科診察・相談・フ
ッソ塗布

４　か　月　児
健　康　診　査

７月28日（火）
午後1時15分～
１時30分受付

満３・４か月児
身体計測、医師診察、
栄養・育児相談10 か　月　児

健　康　診　査

７月28日（火）
午後１時50分～
２時５分受付

満９・10か月児

離　　乳　　食
ミ　ニ　講　座

７か月児健康相
談終了後に開催
（午前10時45分くらいから）

乳児とその保護者

事　業　名 日　時 対　象 持ちもの 内　容　等

健　康　相　談
（役場ロビー）

７月３日（金）・８月５日（水）
いずれも午前９時～10時30分受付

毎 月 20 日 の
個別健康相談
（福祉保健センター）

歯周疾患健診

７月17日（金）・８月20日（木）
いずれも２日前までに要予約（時
間は、予約時に相談の上、決めさ
せていただきます）

７月９日（木）
午後３時20分～３時30分受付
２日前までに要予約、定員５名

健康手帳
または
健康ファイル

尿検査希望
の方は、朝
起きてすぐ
の尿をお持
ちください。

健康手帳
または
健康ファイル
200円
歯ブラシ・コップ
タオル

歯科診察、相談など

町住民

40歳以上
町住民

健康相談、血圧測定、体脂肪
測定、腹囲測定、尿検査、尿
中塩分濃度測定（１日の摂取
塩分量がわかります。料金２
回分で100円）、開眼片足立ち
※毎月20日の個別健康相談で
は、体組成（体脂肪率・基礎
代謝量・筋肉量・内脂肪レベ
ルなど）も測定できます
※８月５日は管理栄養士によ
る栄養相談もあります。

お と な

場所はいずれも福祉保健センター

お問い合せ 福祉保健センター内　健康福祉課（157－1591 ＦＡＸ57－1592）

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
室
に
て

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
室
に
て 

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
室
に
て 
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●　健　　康 ●

み ん な で 健 康h e a l t hh e a l t h み ん な で 健 康

日
　
時

８
月
４
日
（
火
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
受
付

場
　
所

安

町
役
場
　
１
階
玄
関
前

持
ち
物

献
血
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
方
）

本
人
確
認
が
ま
だ
の
方
は
、
ご
自
身

を
証
明
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
、

保
険
証
な
ど
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ

奈
良
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

1
56
―
５
９
１
６
　
FAX
56
―
４
８
９
４

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
の
お
風
呂
は
清

掃
及
び
点
検
・
修
理
の
た
め
、
７
月
27

日（
月
）か
ら
８
月
３
日（
月
）ま
で
休
み

ま
す
。
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

喫
煙
は
、
肺
が
ん
に
な
る
と
の
イ

メ
ー
ジ
が
強
い
で
す
が
、
か
ら
だ
の

色
々
な
と
こ
ろ
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し

ま
す
。
特
に
そ
の
中
で
も
、
お
口
は
、

喫
煙
の
影
響
を
最
初
に
受
け
ま
す
。

見
た
目
も
こ
の
よ
う
に
変
わ
り
ま

す
。

・
歯
面
に
タ
ー
ル
が
付
着
す
る

・
ニ
コ
チ
ン
の
影
響
で
歯
肉
は
暗
紫

色
に
な
る

禁
煙
で
き
な
い
の
は
、
意
思
の
せ

い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
ば
こ
に
含

ま
れ
る
ニ
コ
チ
ン
の
せ
い
で
す
。
最

近
で
は
、
ニ
コ
チ
ン
パ
ッ
チ
や
、
ニ

た
ば
こ
と
歯
周
病

た
ば
こ
と
歯
周
病

歯
周
疾
患
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

歯
周
疾
患
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

今
、
禁
煙
を
始
め
れ
ば
…
あ
な
た
の

時
間
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
、
禁
煙
を
始
め
れ
ば
…
あ
な
た
の

時
間
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ニコチンにより、歯ぐき
から出血しにくく、腫れがわかり
にくいので、発見が遅れる。

ニコチンにより、
血管を収縮し、
血流を悪くする

一酸化炭素
により、酸素が運ばれ

にくくなる。

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

お
風
呂
休
み
お
知
ら
せ

献
血
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

歯ぐきが黒ずみ、細胞の
活性化を阻害し、歯周病の進行が
早くなる。また、治療をしても

治りが遅い。

日
時：

７
月
９
日
（
木
）

10
月
15
日
（
木
）

い
ず
れ
も
午
後
３
時
20
分
〜

３
時
30
分
受
付

対
象：

40
歳
以
上

料
金：

２
０
０
円

し
め
き
り：

２
日
前
ま
で

定
員：

各
日
　
５
名

７・８月は「愛の血液助け合い運動」の推進月間です。

非喫煙者 喫煙者

コ
チ
ン
ガ
ム
が
薬
局
で
販
売
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
身
近
な
も
の
と
な
り

ま
し
た
。
医
療
機
関
に
よ
る
禁
煙
治

療
も
一
定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
保
険

適
用
と
な
り
、
ニ
コ
チ
ン
パ
ッ
チ
や

ニ
コ
チ
ン
を
含
ま
な
い
内
服
薬
の
処

方
を
受
け
ら
れ
、
医
師
が
禁
煙
を
支

援
し
て
く
れ
ま
す
。
奈
良
県
内
の
禁

煙
支
援
医
療
機
関
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
『
す
こ
や
か
ネ
ッ
ト
な
ら
奈
良

Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ
』（h

ttp
://w

w
w
.s
u
ko

ya
ka
n
e
t-n
a
ra
.jp

）
で
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
で
も
、

個
別
禁
煙
指
導
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

歯
周
病
は
、
歯
が
抜
け
る
最
大
の

原
因
と
な
り
ま
す
。
自
覚
症
状
が
わ

か
り
に
く
い
喫
煙
者
は
も
ち
ろ
ん
、

喫
煙
を
さ
れ
て
い
な
い
方
も
、
か
か

り
つ
け
医
で
定
期
的
に
健
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

か
か
り
つ
け
医
が
な
く
、
健
診
を

受
け
る
機
会
が
な
い
方
は
、
安

町

の
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
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●　お知らせ ●

１．

食
中
毒
の
原
因
菌
・
ウ
イ
ル
ス
を

つ
け
な
い

①
食
品
や
手
、
調
理
器
具
は
し
っ
か
り

洗
う
。

②
食
品
は
、
ラ
ッ
プ
な
ど
で
包
ん
で
保

存
す
る
。

２．

食
中
毒
の
原
因
菌
・
ウ
イ
ル
ス
を

増
や
さ
な
い

①
室
内
に
放
置
せ
ず
冷
蔵
庫
に
保
存
す

る
。

３．

食
中
毒
の
原
因
菌
・
ウ
イ
ル
ス
を

殺
す

①
食
品
内
部
ま
で
十
分
に
加
熱
す
る
。

②
定
期
的
に
調
理
器
具
の
消
毒
を
す

る
。

１
　
指
輪
・
時
計
な
ど
を
は
ず
す

２
　
流
水
で
汚
れ
を
洗
い
落
と
す

食
中
毒
は
、
８
月
を
ピ
ー
ク
に
10
月
ま
で
多
く
発
生
し
ま
す
。

食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

３
　
石
け
ん
を
よ
く
泡
立
て

て
手
の
ひ
ら
ど
う
し
を

こ
す
り
あ
わ
せ
る

４
　
手
の
甲
も
こ
す
り
洗

い
す
る

５
　
指
先
、
爪
の
間
も
念

入
り
に
洗
う
（
ブ
ラ

シ
推
奨
）

６
　
両
指
の
間
を
こ
す
り

合
わ
せ
る

７
　
親
指
を
付
け
根
か
ら

指
先
ま
で
、
ね
じ
る

よ
う
に
洗
う

８
　
手
首
を
洗
う

９
　
水
道
の
持
ち
手
を
洗
う

10

10
秒
以
上
洗
い
流
す

11

乾
い
た
清
潔
な
タ
オ
ル
で
拭
く

応
募
資
格

１．

70
歳
以
上
で
歯
の
健
康
な
方

（
若
干
の
欠
損
歯
、
か
ぶ
せ
等
可
）

２．

第
14
回
、
第
15
回
、
第
16
回
の
最
優

秀
の
方
は
応
募
出
来
ま
せ
ん

応
募
方
法

官
製
ハ
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番
号
、
生
年

月
日
、
性
別
、
年
齢
を
明
記
し
、
〒
６

３
０
―
８
０
０
２
奈
良
市
二
条
町
２
丁

目
９
―
２
奈
良
県
歯
科
医
師
会
・
高

齢
者
い
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
係
迄

応
募
期
限

平
成
21
年
９
月
２
日（
水
）ま
で

審
査
お
よ
び
表
彰

日
時

平
成
21
年
10
月
１
日
（
木
）

正
午
〜
午
後
４
時
30
分

場
所

奈
良
市
二
条
町
２
丁
目
９
―
２

奈
良
県
歯
科
医
師
会
館

※
８
０
２
０
達
成
者
に
は
認
定
証
が
授

与
さ
れ
、
最
優
秀
賞
に
は
後
日
、
知

事
よ
り
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

主
催
　
奈
良
県
歯
科
医
師
会

共
催

奈
良
県

後
援

奈
良
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

財
団
法
人
８
０
２
０
推
進
財
団

※
昼
食
は
お
済
ま
し
の
上
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ

奈
良
県
歯
科
医
師
会

1
０
７
４
２
―
33
―
０
８
６
１

認
知
症
の
方
や
ご
家
族
な
ど
か
ら

の
認
知
症
に
関
す
る
相
談
に
介
護
経

験
者
が
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
保
持
し

ま
す
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

日
時

火
・
金
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

土
曜
日
　
正
午
〜
午
後
３
時

（
祝
祭
日
は
、
休
み
）

1
０
７
４
２
―
41
―
１
０
２
６

「
認
知
症
の
人
と
家
族
の
集
い
」

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

開
催
日
や
場
所
に
つ
い
て
は
、
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ

社
団
法
人
認
知
症
の
人
と
家
族
の

会
奈
良
県
支
部

６
３
１
―
０
０
４
５

奈
良
市
千
代
ヶ
丘
２
―
３
―
１

1
・
FAX
０
７
４
２
―
41
―
１
０
２
６

奈
良
県
福
祉
部
　
長
寿
社
会
課

６
３
０
―
６
５
０
１

奈
良
市
登
大
路
町
30
番
地

1
０
７
４
２
―
27
―
８
５
４
０

FAX
０
７
４
２
―
27
―
３
０
７
５

手

洗

い

の

仕

方

第
17
回
奈
良
県
高
齢
者
い
い
歯

の
コ
ン
ク
ー
ル
募
集
要
項

認
知
症
の
人
と
家
族
な
ど
に

対
す
る
支
援
の
お
知
ら
せ
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●
広
報
安

第
４
４
０
号
　
２
０
０
９
年
７
月
１
日
発
行
　
●
発
行
・
編
集
／
安

町
役
場
・
総
務
課
　
■
〒
６
３
９-

１
０
９
５
　
奈
良
県
生
駒
郡
安

町
東
安

９
５
８
番
地
　
1
０
７
４
３-

５
７-

１
５
１
１
　
■
印
刷
／
橋
本
印
刷
株
式
会
社

町のうごき（６月１日現在） ■人口　8,019人（前月比11人減）男3,863人　女4,156人　■世帯数　3,249世帯（前月比　３世帯減）

広報「あんど」は再生紙を使用しています。

７月４日（土）
８月１日（土）

「小さい子の時間」（2・3歳～）
午後２時～２時20分

「大きい子の時間」（５歳～）
午後２時30分～３時
◎おはなし・絵本・紙芝居
◎場所：図書室

ママらっこ
¡７月10日（金）
パトカーと写真を撮ろう
「子どもの安全・防犯」
西和警察署と交通安全母の会
の協力により実施。
7月は年齢制限がありません。

¡８月７日（金）
「水遊び」（雨の日は室内遊び）
絵本のひろばと同時開催
持ち物　スイムパンツ　タオル
着替え　帽子　
ビーチサンダル（保護者用）
午前10時30分開始
福祉保健センター３階

工作クラブ

７月29日（水）
午後４時～５時

◎場所：福祉保健センター
会議室

◎道具はこちらで用意いた
します。
◎無料です。
お気軽に！

絵本のひろば
子どもが泣いても、おしゃ
べりしても大丈夫。
絵本の読み聞かせ、手遊び
は11時から
７月３日（金）・８月７日（金）
８月７日はママらっこと同時開催
午前10時30分～12時
（入退出自由）

お手伝いをしていただける
方を募集中です。

主催　子育てボランティア
Be
び

－輪
わ

「てんいち」とは、てん（英語の10）と、いち（１）を合わせて１１
テンイチ

（毎月11日は人権を

確かめあう日）という意味です。

安 町人権・同和問題啓発活動推進本部 毎月11日は人権を確かめあう日です

日 月 火 水 木 金 土 

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

図
書
カ
レ
ン
ダ
ー
●
は
利
用
日

安 町福祉保健センター図書室

福祉保健センター２階

157-1590 FAX57-1592

［利用時間］午前10時～午後５時

本の窓
7

月

7月の特集「団塊の世代を読む」
企業戦士だった団塊世代の方々が勇退
していく時代を迎えています。昭和の発
展期に思いを馳せたり、これからの生活
へのいろいろな挑戦を描いたりと、第２
の人生に向かって、エネルギッシュな一
歩を踏み出されたことでしょう。そんな
皆さんに読んでいただきたい本（郷愁か
ら年金・次の仕事まで）を揃えました。
どうぞ、ご利用ください。

1 2 3 4

・図書館利用の達人

・定年後を楽しむ人楽しめない人

・図説　古事記と日本書紀

・世界経済危機日本の罪と罰

・断る力

・おなかの赤ちゃんとおしゃべりしよう

・三匹のおっさん（有川　浩）

・プリンセス・トヨトミ（万城目学）

・疑心　隠蔽捜査３（今野　敏）

・納棺夫日記（青木新門）

おおととななのの本本棚棚

マーリー
世界一おバカな犬が
教えてくれたこと

パラドックス13

おやすみなさい
のおと

ざりがにのおうさま
まっかちん

（貸し出しは１週間です）

・しっぱいにかんぱい！

・ちょっとまって、きつねさん！

・風をおいかけて、海へ！

・春さんのスケッチブック

・ヨハネスブルクへの旅

・マタギに育てられたクマ

・時間をまきもどせ！

・縞模様のパジャマの少年

・夏から夏へ

・カレンダーから世界を見る

読読書書感感想想文文ココンンククーールル課課題題図図書書


